
東北お遍路（こころのみち）
巡礼地第 2 次選定

多くの巡礼地は、環境省
のみちのく潮風トレイル
のコース近くにあります。
トレイルルートを歩かれる
方は、こちらをご覧くだ
さい。
⇒ http://www.
tohoku-trail.go.jp/

このプロジェクトは三井物産環境基金のご支援を頂いて活動しています。

1  青森県
　 蕪嶋神社
ウミネコ繁殖地としても有名。津波に島
一帯が飲込まれたが、神社の鳥居まで。
ガレキの山から観光地へと再出発を果たす。

 0178-34-2730
八戸市鮫町字鮫町 56

1-1

　 大蛇小学校の 2 つの津波の碑
昭和の津波以来、「ほら逃げろ、津波の
時は線路まで」と地域でいいならわされ、 
一人の犠牲者も出さなかったと碑文に刻
まれた。
階上町道仏字大蛇 30-1　

1-2

地福寺、岩井崎（龍の松、秀ノ山雷五郎像）3-5
景勝地、岩井崎。津波に遭ったが松の一
部が奇跡的に残り、天に昇る龍の形に見
えることから「龍の松」と名付けられた。

 0226-22-4560（気仙沼観光コンベンション協会 )
気仙沼市波路上岩井崎

3  宮城県

みちびき地蔵3-3

1770 年代に祀られたという。津波被害者
の伝説が残る。3.11 津波で流失し、地蔵
堂が全壊した。

 0226-28-3000（大島観光協会）　
気仙沼市浦の浜 108-11

気仙沼市松崎尾崎

紫神社3-2

紫神社のある南町は気仙沼で最も古い歴
史をもつ。避難所、心の拠り所となってい
る復興商店街「南町紫市場」がある。

 0226-22-0694
気仙沼市南町 1-2-12

早馬神社3-1

高台に位置する境内に15mの津波が襲った。
避難してきた近所の住民や参拝客と更に
高台まで逃げてしばらく生活した。

 0226-32-2321
気仙沼市唐桑町宿浦 75

2  岩手県
津波慰霊碑2-1

八木地区に明治と昭和８年の大津波の慰
霊碑がある。毎年行われている慰霊祭と
防災訓練のお陰で犠牲者はゼロだった。

 0194-65-5916 ( 観光協会 )　　

 0194-52-2111 ( 久慈市観光交流課 )　　

九戸郡洋野町種市

大鳥居と楓の木2-3

大鳥居がガレキを食い止めて津波の力を
弱めた。そばには明治の津波で多くの人
がぶら下がって助かったという楓がある。

 0194-78-2012 ( 観光協会 )
九戸郡野田村大字野田（野田村役場近く）

宝福寺2-5

田野畑村で津波被害に遭った方の家の土
を使って焼き上げた、小久慈焼のお地蔵
さまが奉納されている。

 0194-33-3057
下閉伊郡田野畑村 149-1

御蔵山2-9

被災者の鎮魂、犠牲者の追悼、復興の象
徴として「鎮魂の鐘」を設置。火災で消
失した JR 陸中山田駅の大時計も展示。

 0193-84-2580（観光案内所）　　

 0193-65-1690（浄土ヶ浜ビジターセンター）　　

下閉伊郡山田町八幡町

私設こすもす公園（希望の壁画）2-11

仮設住宅建設で公園が減る中、子供たち
に元気に遊んでほしいという願いを込め
た公園。「希望の壁画」が描かれている。

 0193-27-3366
釜石市甲子町 5-72

奇跡の一本松 （復興祈念公園内）2-14
約７万本といわれる高田松原が津波で流
失。奇跡的に残った一本松も枯死。復興
のシンボルとして復活させた。

 0192-54-2111（市役所観光課）
陸前高田市気仙町字砂盛 176-6

ケルン・鎮魂の鐘と光2-2

震災の教訓を後世に伝えるモニュメントを
作ろうと、市民らの募金でできた。高さは
久慈を襲った津波高を参考に海抜 14・5m。
久慈市長内町諏訪下 JC 公園地内

小本小学校奇跡の130段の階段2-7

住民の強い要望で、国道 45 号に上がる
130 段、 長さ約 30m 避 難 階 段 が 完 成。
児童はここを必死に駆上り、高台の広場
に逃込んで助かった。
下閉伊郡岩泉町小本内の沢 2

机浜番屋群2-4

住民 ( 漁民 ) と行政 ( 村 ) の『結 ( ゆい )』
により、漁村の原風景と漁村文化を一緒
に再生する新しい番屋群。

 0194-37-1211（事務局）
田野畑村机浜

震災メモリアルパーク中の浜2-8

15m を越える大津波が押し寄せ甚大な被
害を受けた「中の浜キャンプ場」を震災の 
記憶を後世に伝える公園として環境省が整備。
宮古市崎山中の浜

津波を見ていた3本の大木 大ケヤキ・ポプラ・大スギ2-13

町は津波に飲込まれたが、ポプラと明治・
昭和の津波にも耐えた大ケヤキは生き
残った。人々が逃げた高台の神社には大
スギも。
大船渡市三陸町越喜来

津波記憶石2-12

昭和三陸大津波の際に刻まれた「津波記
念石」。道路工事で埋没していたが、大津
波で地表に出てきた。

 0192-27-3111（市役所観光課）　
岩手県大船渡市三陸町吉浜 1-3

カルボナードしまのこし駅（三陸鉄道）2-6

海水浴場を見降ろす駅舎だったが、津波
の直撃で駅舎は消失、地上７m の高架橋
も崩落。宮沢賢治のレリーフだけが残った。

0194-33-3248 ( 観光協会 )　
下閉伊郡田野畑村松前沢 1-20

鵜住居メモリアルパーク2-10

地震で避難してきたが津波に遭い 200 人
が犠牲となった「鵜住居防災センター」
がメモリアルパークとして整備される。

 0193-22-2111 (市役所観光課 )　
釜石市鵜住居

2019 年完成予定

尾崎大明神3-4

気仙沼湾に面する海抜 10 ｍの神社。あ
と 1 ｍで水没するくらいまで波が迫り境内
の木々にロープを張り巡らして 33 人が助
かった。

山元町立中浜小学校と千年塔3-25
地震直後、教職員は即決で児童全員を屋
上の屋根裏倉庫へ上げた。津波は校舎を
飲み込むが児童と教職員全員助かった。

 0223-37-5115
亘理郡山元町坂元字久根 22-2

戸花山3-24
漂流したガレキが多く流れつき、その中
で一夜を過ごした人々も。県内外の支援
により慈母観音が建立された。

 0223-38-0320
亘理郡山元町坂元 20

わたり温泉鳥の海3-23
7m の津波に耐えた建物屋上から撮影さ
れた荒浜を襲う写真は河北新報社「東日
本大震災全記録」の見開きとなった。

 0223-35-2744
亘理町荒浜築港通り41-2

貞山運河　3-22
伊達政宗の命で開かれた岩沼～石巻の沿
岸 50km を結ぶ運河。津波の威力を弱め
た説あり。新たな観光資源として検討中。

 022-211-3173
岩沼市～石巻市

仙台空港3-20
海岸から 1 キロの空港ターミナルを津波
が直撃。滑走路がほぼ水没した。米軍の「ト
モダチ作戦」で早期復旧。

 022-382-0803
名取市下増田字南原

閖上漁港と日和山3-19
明治の頃、海の状況をみるために山を作っ
たという。津波の際、中学生がそこに避
難し流れて来た船に飛び乗り助かった。

 022-382-6526（名取市観光物産協会）
名取市閖上

浪分神社3-18
慶長の大津波の時、手前で津波が二つに
分かれて引いていき、それ以来「浪分神社」
と呼ばれるようになったという。

 022-268-6251（仙台観光国際協会）　
仙台市若林区霞目陸上自衛隊駐屯地付近

蒲生干潟3-17
津波で干潟がほとんど消滅したが、その
後、台風などで河口部に砂が堆積し、干
潟が自然に回復してきている。

 022-211-2672
仙台市宮城野区蒲生

末の松山（宝国寺）3-16
清原元輔の歌「契りきな　かたみに袖を
しぼりつつ　末の松山　波こさじとは」の
石碑がある。貞観地震・津波を詠ったとも

 022-362-5901（多賀城市観光協会）　　
多賀城市八幡 2 丁目 8-28

瑞巌寺・観瀾亭3-14
松島は島々が防波堤となり被害が少な
かった。瑞巌寺や観瀾亭は観光客の避難
場所となった。

 022-354-2023
松島町松島字町内 91

貞観地震の千年石碑と観音寺3-13

「津波が来たらここより高台に逃げろ」と
いわれていた。3.11 ではこの上の宮戸小
学校等に避難した全員が助かった。

 0225-88-2239
東松島市宮戸島二ツ橋地区　

十八成浜白山神社3-12
地域の守り神。十八成浜地区で支援活動
する、愛知ボランティアセンター、豊田市
前林中の生徒の支援で鳥居が再建された。

 0225-45-3456 ( 石巻観光協会 )
石巻市十八成浜　　　

普誓寺3-11

江戸時代、北上川河口の石巻とその流域
の住民を水害から守った。石巻発展の礎
を築いた川村孫兵衛の遺言により建立。

 0225-45-3456 ( 石巻観光協会 )　
石巻市中浦 2 丁目 2-5

日和山公園3-10
石巻市内を一望でき、鹿島御児神社があ
る。津波の被害がひどかった門脇町や南
浜町などの住民がここに避難した。

 0225-93-6448 ロマン海遊 21（観光協会）
石巻市日和が丘二丁目

石巻ハリストス正教会3-7
1880（ 明治１３）年に建てられた 。3.11 津
波で 2 階まで冠水。建物は傾き壁面が大
きく破壊されたが流失は免れた。

0225-45-3456 ( 石巻観光協会 )　　　
石巻市千石町 4-10

上野山八幡宮　波来　3-6

昭和 35 年チリ地震津波の時は役場防災
庁舎の北隣に鎮座。昭和 46 年、現在地に。
3.11 津波では鳥居の下まで襲来。

 0226-46-3453
南三陸町志津川字上の山 27-2

門脇町を見守るお地蔵さま（西光寺）3-9
「津波で両親や多くの人が亡くなりました。
きっとお地蔵さんはこの町の復興を見守っ
ています」ある方の言葉です。

0225-45-3456 ( 石巻観光協会 )　　
石巻市門脇町 2 丁目 5-7

宮城県慶長使節船ミュージアム3-8
慶長の大津波にも関係する慶長使節につ
いての記憶を継承する施設。3.11 で被災
したが再開館を果たした。

 0225-24-2210
石巻市渡波字大森 30-2

山元町磯崎山公園（唐船番所跡）3-26
外国船監視のために設置された番所跡。
震災時、周辺住民が避難した。東屋付近
まで波が押し寄せ死を覚悟したという。

 0223-37-1111
亘理郡山元町字浜谷地 45

千年希望の丘3-21
津波被災を伝え、人々を津波から守ること
を念頭に整備した 15 の丘からなる。震災
瓦礫を混ぜた土砂を基礎に公園として整備。

 0223-22-1111（岩沼市）
岩沼市下野郷浜

巡礼地を辿るための詳細な地図やナビゲー
ション、語り継ぐ物語は、東北お遍路（ここ
ろのみち）の公式ウェブサイト内にある 
「こころのみちしるべ」をご覧ください。

なお、「こころのみちしるべ」では、スマートフォンを

利用して、皆さまが巡礼地を辿った「足跡」を残す

ことが出来ます。

公式ウェブサイトは　東北お遍路
で検索できます。

同性寺3-15
一次避難場所だが、津波は想定より 2m
以上高く、避難住民約 60 人は防災リー
ダーの機転で高所に再避難し全員無事。

 022-357-5950
七ヶ浜町遠山 1-1-29



・ 東日本大震災による犠牲者の慰霊と巡礼（こころ）の みちづくり
1000 年に一度ともいわれる「東日本大震災」で犠牲になられた方々への慰霊と震災の経験を 1000 年先まで語
り継ぐ場所として、巡礼地を福島県から青森県までの太平洋沿岸に設け、東北を訪れる人々の「こころのみち」
として皆さんとともに育てていきます。

・ 津波の記憶を風化させることなく将来世代へ伝承
大震災の体験は、歳月とともに風化しています。地域や風景が再生されたあとも、人々の震災経験の記憶
を語り継ぎ、次代に受け継いでいくための仕組みづくりをおこなっていきます。

・ 農漁業、観光業など地場産業の再生と創出
地震、津波、そして原発による風評被害により、農業・漁業・観光業は大きな打撃を受けました。
被災地東北のなりわいが活性化できるよう、地場産業を支援していきます。

・  被災地域のネットワーク化
被災地域のエリアにとらわれない、広域的なネットワークづくりをおこなっていきます。
具体的には、「東北お遍路マップ」の制作や標柱建立、地域間の交流を促進するイベントなどをおこないます。

東北お遍路プロジェクトでは、情報発信の一環としてメールマガジンを発行しています。
配信を希望される方は、info@tohoku-ohenro.jp にご連絡ください。

東北お遍路のロゴマークは公募により平沼宏夫氏（東京都）に決定しました。繊細な線で女性の顔を
描いた作品で、線の延長は仙台湾に連なる東北の海岸線を表現しています。

やさしく包み込むような表情は、少女のようであり、修道女、あるいは弥勒菩薩のようでもあり、
東北お遍路プロジェクトのコンセプト「祈り」に大変マッチした作品になっています。

｜お問い合わせ｜    仙台市太白区長町三丁目 9 － 10（エフエムたいはく内）
                                    　  TEL : 022- 264-7890  E-mail : info@tohoku-ohenro.jp    公式ウェブサイト：http: //tohoku-ohenro.jp/
　 ▶郵便振込　02200-3-113028　一般社団法人東北お遍路プロジェクト

わたしたちはこんなことをやっていきます。

東北お遍路（こころのみち）プロジェクトは、東日本大震災により被害を受けた福島県から青森県までの沿
岸地域に慰霊・鎮魂のための巡礼地を選定し、千年先まで語り継ぎたい物語を見出して「こころのみちの物語」
として発信し続けます。そして民族や宗教を越えた多くの方々に巡礼地をたどって頂くことにより、東北の各
被災地が連携して、千年後までも経済的文化的に自立発展できる復興の一助となるよう、活動を続けてまいります。
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-4
19

1
相

馬
郡

新
地

町
谷

地
小

屋
字

閏
崎

27

修
行

院
4-

15

津
波
で
被
災
し
た
が
、
30
キ
ロ
圏
内
ゆ
え
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
入
ら
ず
、
復
旧
は
困
難
を
極
め
た
。

よ
う
や
く
住
民
も
戻
り
つ
つ
あ
る
。

 0
24

0-
27

-3
20

6
広

野
町

下
浅

見
川

桜
田

13
7

天
神

岬
公

園（
津

波
防

災
対

策ビ
ュー

ポイ
ント

）
4-

14
津
波
被
害
が
甚
大
な
前
原
・
山
田
浜
地
区
を
一

望
。
惨
状
や
教
訓
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
慰

霊
碑
や
展
示
パ
ネ
ル
、
展
望
デ
ッ
キ
等
が
あ
る

 0
24

0-
25

-3
11

3（
財
）楢
葉
町
振
興
公
社
　

双
葉

郡
楢

葉
町

大
字

北
田

字
上

ノ
山

27
-2

9

相
馬

小
高

神
社

4-
11

伝
統
行
事
相
馬
野
馬
追
の
た
め
に
飼
わ
れ
て
い

た
多
く
の
馬
が
亡
く
な
っ
た
。
翌
年
、
警
戒
区
域

内
だ
が
神
事「
野
馬
懸
」を
再
開
、復
興
を
誓
っ
た
。

 0
24

4-
44

-2
32

3
南

相
馬

市
小

高
区

小
高

城
下

17
3

熊
川

海
水

浴
場

4-
13

福
島
原
発
か
ら
3k
m
。
大
熊
町
民
が
愛
し
た
熊

川
河
口
の
海
水
浴
場
に
再
び
立
つ
日
が
来
る
の

だ
ろ
う
か
。

 0
24

2-
29

-5
77

0（
商
工
会
議
所
）

双
葉

郡
大

熊
町

大
字

熊
川

字
球

磨
川

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

4-
12

津
波
で
電
源
を
喪
失
。
3
度
の
爆
発
を
繰
り
返

し
た
。
こ
の
事
故
を
「
福
島
の
問
題
」
と
し
て
葬

り
去
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
願
う
。

双
葉

郡
大

熊
町

大
字

夫
沢

字
北

原
22

勿
来

の
記

憶
の

広
場

4-
20

被
災
３
地
区
の
家
族
ら
70
名
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
入

り
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
埋
め
ら
れ
る
。
20
年
後

に
子
孫
に
手
渡
さ
れ
津
波
の
記
憶
を
繋
ぐ
。

 0
24

6-
35

-6
07

5（
い
わ
き
建
設
事
務
所
）

い
わ

き
市

岩
間

地
区

の
防

災
緑

地

道
山

林
4-

17

新
舞
子
海
岸
に
あ
る
、
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た

防
災
緑
地
。
津
波
の
被
害
が
軽
減
さ
れ
浸
水
程

度
に
。
江
戸
時
代
の
知
恵
が
住
民
を
救
っ
た
。

 0
24

6-
23

-0
12

2（
総
合
観
光
案
内
所
）

い
わ

き
市

平
下

高
久

新
舞

子

ア
ク

ア
マ

リ
ン

パ
ー

ク
4-

19

水
族
館
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
は
１
階
全
体
が

浸
水
。、
海
洋
生
物
20
万
匹
が
死
滅
。
全
国
の

水
族
館
が
残
っ
た
生
き
物
を
守
り
里
帰
り
さ
せ
た
。

 0
24

6-
73

-2
52

5
い

わ
き

市
小

名
浜

字
辰

巳
町

稲
荷

神
社

4-
16

明
治
の
大
火
に
も
耐
え
た
社
は
、
今
回
の
震
災

で
も
周
囲
が
津
波
と
火
災
で
壊
滅
し
た
が
、
奇

跡
的
に
残
る
。
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
建
つ
。

 0
24

-5
22

-2
70

2（
観
光
協
会
）　
　

い
わ

き
市

久
之

浜
町

東
町

塩
屋

崎
灯

台
と

薄
磯

・
豊

間
海

水
浴

場
4-

18
美
空
ひ
ば
り
の
歌
で
有
名
な
灯
台
。
震
災
で
壊

れ
た
が
市
民
の
懸
命
な
努
力
で
再
開
。
灯
台
周

囲
の
海
水
浴
場
周
辺
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
。

 0
24

6-
39

-3
92

4（
灯
台
）　

い
わ

き
市

平
薄

磯
宿

崎
33

東
北

お
遍

路
巡

礼
心

得

そ
の

１
：

巡
礼

地
の

状
況

に
つ

い
て

ま
だ
東
北
の
津
波
被
災
地
は
、
復
興
の
真
っ
只
中
に
あ
り
ま
す
。
巡
礼
地
の
中
に
は
工
事
車
両
が
行
き
交
う

工
事
現
場
の
中
に
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
足
も
と
が
悪
い
だ
け
で
は
な
く
、
目
印
が
な
い
、
尋
ね
る
人

が
い
な
い
、
ト
イ
レ
が
な
い
な
ど
、
ご
不
自
由
を
お
か
け
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
カ
ー
ナ
ビ
や

G
PS
を
使
う
な
ど
し
、
夜
間
は
真
っ
暗
に
な
る
の
で
、
早
め
に
1
日
の
行
程
を
終
え
ま
し
ょ
う
。
く
れ
ぐ
れ
も
安

全
を
確
認
し
な
が
ら
巡
礼
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
の

2：
服

装
に

つ
い

て
東
北
お
遍
路
は
特
別
な
宗
教
に
属
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
自
由
な
服
装
で
巡
っ
て
く
だ
さ
い
。
海

岸
沿
い
は
天
候
が
変
わ
り
や
す
い
の
で
、
雨
具
、
防
寒
対
策
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
の

3：
写

真
撮

影
に

つ
い

て
写
真
は
特
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
、
自
由
に
撮
っ
て
く
だ
さ
っ
て
結
構
で
す
。
た
だ
、
ま
だ

被
災
者
や
遺
族
の
気
持
ち
が
癒
え
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
慰
霊
碑
の
前
で
の
“ピ
ー
ス
”は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

そ
の

4：
立

入
禁

止
区

域
に

つ
い

て
福
島
第
1
原
発
周
辺
の
立
入
禁
止
区
域
は
、現
場
の
指
示
に
従
い
、立
ち
入
ら
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
20
15
年
9
月
現
在
、福
島
県
双
葉
郡
内
の
国
道
6
号
線
は
四
輪
以
外
の
通
行
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
デ
ー
タ
を
確
認
し
て
訪
問
く
だ
さ
い
。

そ
の

5：
津

波
へ

の
警

戒
に

つ
い

て
巡
礼
地
の
多
く
は
海
岸
沿
い
に
あ
り
ま
す
。
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
ら
、

速
や
か
に
高
台
に
避
難
く
だ
さ
い
。

警
戒

区
域

長
命

寺
4-

6

集
落
の
背
後
に
断
崖
が
連
な
り
住
民
は
こ
の
高
台

で
集
落
が
水
没
し
て
い
く
様
子
を
見
て
い
た
。
断

崖
上
の
長
命
寺
で
人
々
は
不
安
な
夜
を
過
ご
し
た
。

 0
24

4-
36

-3
86

2
相

馬
市

岩
子

字
大

迫
28

7

北
萱

浜
神

社
4-

10

北
萱
浜
地
区
95
世
帯
中
64
世
帯
が
全
壊
。
神

社
は
ほ
ぼ
原
型
を
留
め
た
。
後
世
に
つ
な
ぎ
た

い
と
再
建
の
募
金
活
動
も
始
ま
っ
た
。

 0
24

4-
22

-2
11

1
南

相
馬

市
原

町
区

北
萓

浜

御
刀（

み
と

）神
社

4-
9

神
社
を
守
る
北
右
田
集
落
60
戸
が
津
波
で
壊

滅
的
被
害
を
受
け
た
。
社
も
流
出
、
狛
犬
が
隣

家
の
座
敷
に
鎮
座
し
て
い
た
。

 0
24

4-
26

-3
70

0（
観
光
協
会
）　

南
相

馬
市

鹿
島

区
北

右
田

字
剱

宮
11

2

警
戒

区
域

山
田

神
社

4-
8

明
治
～
昭
和
の
干
拓
事
業
の
鎮
守
と
し
て
祀
ら

れ
た
が
、
干
拓
は
水
没
、
社
殿
も
消
失
し
た
。

熊
本
県
立
球
磨
工
業
高
校
か
ら
仮
社
殿
寄
贈
。

 0
24

4-
26

-3
70

0（
観
光
協
会
）　

南
相

馬
市

鹿
島

区
北

海
老

字
磯

ノ
上

蕪
嶋
神
社

大
蛇
小
学
校
の
２
つ
の
津
波
の
碑

津
波
慰
霊
碑

ケ
ル
ン
・
鎮
魂
の
鐘
と
光

大
鳥
居
と
楓
の
木

机
浜
番
屋
群

宝
福
寺

カ
ル
ボ
ナ
ー
ド
し
ま
の
こ
し
駅
（
三
陸
鉄
道
）

小
本
小
学
校
奇
跡
の
130
段
の
階
段

震
災
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
中
の
浜

御
蔵
山

鵜
住
居
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

私
設
こ
す
も
す
公
園
（
希
望
の
壁
画
）

津
波
記
憶
石

津
波
を
見
て
い
た
大
ケ
ヤ
キ
・
ポ
プ
ラ
・

大
ス
ギ

奇
跡
の
一
本
松
（
復
興
祈
年
公
園
内
）

早
馬
神
社

紫
神
社

み
ち
び
き
地
蔵

尾
崎
大
明
神

地
福
寺
、
岩
井
崎

（
龍
の
松
、
秀
ノ
山
雷
五
郎
像
）

上
山
八
幡
宮　

波
来

石
巻
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会

宮
城
県
慶
長
使
節
船
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

門
脇
町
を
見
守
る
お
地
蔵
さ
ま
（
西
光
寺
）

日
和
山
公
園

普
誓
寺

十
八
成
浜
白
山
神
社

貞
観
地
震
の
千
年
石
碑
と
観
音
寺

瑞
巌
寺
・
観
瀾
亭

同
性
寺

末
の
松
山
（
宝
国
寺
）

蒲
生
干
潟

浪
分
神
社

閖
上
漁
港
と
日
和
山

仙
台
空
港

千
年
希
望
の
丘

貞
山
運
河

わ
た
り
温
泉
鳥
の
海

戸
花
山

山
元
町
立
中
浜
小
学
校
と
千
年
塔

山
元
町
磯
崎
山
公
園
（
唐
船
番
所
跡
）

龍
昌
寺

安
波
津
野
神
社

大
戸
観
音
堂

津
神
社

松
川
浦

長
命
寺

稲
荷
神
社
（
寄
木
神
社
）

北
萱
浜
神
社

御
刀
神
社

山
田
神
社

相
馬
小
高
神
社

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

熊
川
海
水
浴
場

天
神
岬
公
園（
津
波
防
災
対
策
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
）

修
行
院

稲
荷
神
社

道
山
林

塩
屋
崎
灯
台
と
薄
磯
・
豊
間
海
水
浴
場

ア
ク
ア
マ
リ
ン
パ
ー
ク

勿
来
の
記
憶
の
広
場
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